
目
黒
道
琢
は
、
多
紀
元
孝
ら
と
と
も
に
医
学
に
お
け
る
考
証
学
の

基
礎
を
な
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
臨
床
的
方
面
で
は
、

名
著
『
餐
英
館
療
治
雑
話
』
を
撰
述
し
、
今
日
も
な
お
我
々
に
矢
数

道
明
『
臨
床
応
用
漢
方
処
方
解
説
』
・
山
本
巌
『
東
医
雑
録
』
な
ど

を
通
じ
て
影
響
を
及
ぼ
し
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
琢

の
履
歴
、
他
の
著
述
、
業
績
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

演
者
は
こ
の
た
び
東
京
市
ヶ
谷
、
月
桂
寺
に
存
す
る
道
琢
の
墳
墓

を
調
査
し
、
そ
の
碑
文
を
拓
本
に
て
入
手
。
さ
ら
に
寺
側
の
協
力
に

よ
っ
て
道
琢
直
系
の
末
喬
、
目
黒
元
作
氏
が
出
身
地
福
島
県
河
沼
郡

柳
津
町
飯
溪
に
現
住
す
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
同
家
を
訪
れ
た
結

果
、
家
系
図
や
道
琢
の
肖
像
な
ど
新
出
の
資
料
を
得
た
。
ま
た
各
図

書
館
に
伝
存
す
る
著
書
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
に
基

づ
き
、
以
下
道
琢
の
事
蹟
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

目
黒
道
琢
の
事
蹟
に
つ
い
て中

島
康

伸

目
黒
道
琢
の
履
歴

目
黒
家
所
蔵
の
系
譜
に
よ
れ
ば
、
畠
山
重
忠
の
弟
重
行
が
伊
勢
目

黒
郷
に
住
朶
、
こ
れ
を
氏
と
し
た
。
そ
の
後
目
黒
氏
は
、
会
津
野
老

沢
飯
溪
に
移
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
道
琢
は
目
黒
家
二
十
五

代
、
伊
左
衛
門
重
満
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
時
よ
り
神
童
の
誉

が
高
か
っ
た
。
系
譜
に
は
、

尚
忠
、
小
字
嘉
謙
、
初
メ
豊
全
、
重
満
二
子
、
後
、
造
祖
重
忠
ノ

謀
ヲ
用
上
尚
忠
卜
改
ム
、
医
ヲ
業
ト
シ
道
琢
ト
号
ス
、
母
斉
藤

氏
、
元
文
四
年
乙
未
三
月
十
日
生
、
初
メ
会
津
若
松
愛
宕
町
保
科

家
侍
医
平
井
喜
哲
二
就
キ
医
学
ヲ
学
上
、
師
命
一
ヨ
リ
平
井
氏
ヲ

昌
シ
、
後
、
江
戸
一
一
出
テ
、
典
薬
頭
今
大
路
道
三
門
二
入
り
師
ト

シ
、
医
伝
秘
旨
雛
上
、
道
三
偏
諒
ヲ
賜
ヘ
テ
、
道
琢
ト
称
シ
、
更

二
目
黒
氏
ニ
復
シ
、
徳
川
将
軍
家
、
道
琢
ノ
医
能
ヲ
賞
シ
幕
医
ト

ナ
シ
法
眼
二
叙
ス
、
邸
ヲ
賜
り
江
戸
二
住
ス
、
子
孫
業
ヲ
永
ク
継

キ
江
戸
ニ
在
り
、
寛
政
十
年
戊
午
八
月
三
十
日
卒
、
法
名
杏
林
院

一
道
自
貫
居
士

と
あ
る
。
道
琢
は
飯
渓
と
も
号
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
家
の
地
名

に
由
来
す
る
。

先
述
の
墓
碑
文
は
多
紀
元
簡
が
撰
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
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よ
れ
ば
、
多
紀
元
孝
が
明
和
二
年
医
学
館
を
設
立
し
た
際
、
道
琢
は

市
井
の
医
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
破
格
の
扱
い
を
受
け
て
招

か
れ
、
寛
政
三
年
助
教
と
な
っ
た
。
当
時
す
で
に
道
琢
の
医
界
に
お

け
る
名
声
が
不
動
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
道
琢
は

人
々
の
称
賛
を
受
け
つ
つ
医
学
館
に
三
十
四
年
間
奉
職
し
、
寛
政
十

年
六
月
、
将
軍
家
斉
公
に
謁
見
。
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。

生
没
年
に
関
し
、
碑
文
は
寛
政
十
年
八
月
晦
日
と
記
す
の
象
で
あ

る
が
、
目
黒
家
系
譜
に
は
元
文
四
年
三
月
十
日
生
、
寛
政
十
年
八
月

三
十
日
没
と
明
記
さ
れ
る
。
森
潤
三
郎
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
な
ど
で

は
七
十
五
歳
で
没
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
系
譜
に
し
た
が
い

六
十
歳
で
死
没
し
た
と
見
る
方
が
穏
当
と
考
え
ら
れ
る
。

父
の
二
十
五
代
目
伊
左
衛
門
重
満
の
長
男
は
豐
昌
と
い
い
、
道
琢

は
次
男
で
あ
っ
た
。
道
琢
に
は
三
男
三
女
が
あ
り
、
長
男
太
郎
は
豊

昌
に
子
が
な
か
っ
た
た
め
養
子
と
な
っ
て
本
家
を
継
い
だ
。
現
在
の

元
作
氏
の
家
筋
で
あ
る
。
次
男
遵
養
は
道
琢
の
後
を
継
ぎ
、
三
男
自

琢
は
官
医
吉
田
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
道
琢
に
匹
敵
す
る

ほ
ど
の
業
績
は
残
し
て
い
な
い
が
、
自
琢
に
は
『
南
陽
方
考
』
の
著

述
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
長
女
は
出
雲
松
江
侯
の
後
宮
に
奉
仕
し
、

次
女
は
官
医
須
田
氏
に
、
三
女
は
官
医
杉
枝
氏
に
嫁
い
だ
。
医
学
館

に
お
け
る
人
望
の
厚
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

道
琢
門
下
に
は
、
考
証
学
者
、
医
家
と
し
て
名
高
い
伊
沢
蘭
軒
・

鈴
木
良
知
ら
が
い
る
。
彼
ら
の
学
問
も
、
道
琢
ら
が
基
礎
を
確
立
し

た
考
証
学
の
客
観
・
実
証
的
方
法
論
の
延
長
線
上
に
築
か
れ
た
も
の

で
あ
り
、
の
ち
に
山
田
業
広
・
森
立
之
ら
の
業
績
に
つ
な
が
っ
た
。

目
黒
道
琢
の
著
述

『
馳
家
医
言
抄
書
』
の
蝿
先
生
著
述
目
録
小
引
に
よ
れ
ば
、
『
霊
枢

義
』
『
傷
寒
論
集
解
』
『
金
置
標
註
』
『
難
経
筆
記
』
『
神
農
本
経
釈
』

『
傷
寒
論
合
纂
」
『
挨
穴
編
」
『
雪
落
随
筆
』
『
馳
家
医
言
』
『
馳
家
医

Ｊ

言
続
編
』
『
雪
篭
文
章
』
『
雪
竜
詩
草
』
『
医
事
百
間
』
『
雪
篭
試
効
』
弱く

『
薬
議
」
『
医
語
録
』
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
も
の

は
京
大
富
士
川
文
庫
の
『
傷
寒
論
集
解
』
「
脳
家
医
言
』
、
武
田
杏
雨

書
屋
の
『
鯉
家
医
言
抄
書
』
な
ど
に
過
ぎ
な
い
。
現
存
の
『
傷
寒
論

集
解
」
は
仲
景
自
序
の
部
分
の
承
で
飯
溪
遺
稿
抜
筆
が
附
載
さ
れ

る
。
飯
溪
遺
稿
抜
筆
か
ら
は
、
塾
中
常
務
・
授
読
規
則
な
ど
道
琢
家

塾
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
『
職
家
医
言
』
は
三
男
自
琢
が
『
雪
奄

灘
鮴
蠅
勤
蠅
般
餓
臓
僻
繩
如
澱
舳
附
洲
訣

５

る
『
餐
英
館
療
治
雑
話
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
写
本
と
し
て
数
本
伝
え
１



ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
錯
誤
が
多
く
、
今
後
の
校
訂
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
内
容
の
整
っ
て
い
る
も
の
は
、
京
大
富
士
川
本
で

あ
ろ
う
。

江
戸
後
期
の
日
本
伝
統
医
学
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
他
派
を

凌
駕
し
つ
つ
あ
っ
た
考
証
学
派
の
始
祖
道
琢
に
再
び
光
を
あ
て
、
そ

の
遺
業
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
は
今
後
の
漢
方
研
究
上
に
お
い
て

も
極
め
て
有
意
義
な
こ
と
と
考
え
る
。

近
世
後
期
、
京
阪
地
区
の
在
村
儒
医
の
著
述
を
手
掛
り
と
し
て
、

諸
分
野
に
わ
た
る
考
察
の
実
証
性
と
、
文
化
活
動
の
状
況
の
一
端
を

の
べ
る
。

〔
資
料
〕
大
阪
府
枚
方
市
牧
野
坂
２
１
７
１
羽
、
三
浦
義
徳
氏

、

一
第
詔
代
、
医
院
州
児
湘
開
業
一

〔
家
系
〕
三
浦
義
明
…
鋤
義
信
ｌ
虹
信
道
ｌ
塑
定
道
ｌ
詔
秀
道
Ｉ

壼
癖
禧
噸
・
・
妬
春
道
ｌ
”
義
方
ｌ
詔
蘭
阪
１
羽
良
道
（
下
略
）

〔
蘭
阪
〕

明
和
２
天
保
皿
・
皿
・
鴫
、
沌
歳
・
名
義
徳
、
字
季
行
。
子
行
．

１
７
６
５
１
８
４
３

士
行
・
宜
登
古
。
号
蘭
阪
・
南
郊
・
出
雲
行
者
・
括
蕊
館
・
酔
古

堂
な
ど
。
通
称
玄
純
。
家
名
玄
順
堂
。

〔
著
作
〕

医
書
・
・
・
桁
義
傷
寒
論
・
傷
寒
論
逸
・
九
巻
類
聚
・
爾
雅
名
物
小

識
・
名
物
撫
古
小
識
・
難
經
辨
註
・
難
經
正
文
・
治
痘
小
識
．

村
医
と
著
述

ラ
ソ
パ
ン

ー
河
内
国
坂
村
三
浦
蘭
阪
の
場
合
Ｉ

末
中
哲
夫
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